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口
腔
機
能
低
下
症
は
、
加
齢
に
伴

い
口
腔
機
能
が
低
下
し
、
日
常
生
活

に
支
障
を
き
た
す
状
態
を
指
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
食
べ
る
こ
と
や
話
す
こ
と
、

さ
ら
に
は
呼
吸
や
嚥
下
（
え
ん
げ
）

に
関
わ
る
機
能
が
低
下
す
る
こ
と
に

よ
り
、
生
活
の
質
が
大
き
く
影
響
を

受
け
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
高
齢

者
に
特
有
の
症
状
と
し
て
、
口
腔
機

能
低
下
症
は
、
歯
の
喪
失
や
唾
液
分

泌
の
減
少
、
口
腔
内
の
筋
力
低
下
、

嚥
下
障
害
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因

に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
ま
す
。

　
ま
ず
、
歯
の
喪
失
は
、
口
腔
機
能

低
下
症
の
主
要
な
原
因
の
一
つ
で

す
。
歯
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

噛
む
力
が
弱
く
な
り
、
食
べ
物
を
効

率
的
に
摂
取
で
き
な
く
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
噛
む
力
の
低
下
は
、
消

健 康
座講
口
腔
機
能
低
下
症
に
つ
い
て

化
器
系
へ
の
負
担
を
増
加
さ
せ
、
栄

養
の
摂
取
不
足
を
引
き
起
こ
す
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
義
歯
を

使
用
し
て
い
る
場
合
で
も
、
適
切
に

フ
ィ
ッ
ト
し
て
い
な
い
義
歯
は
、
噛

み
合
わ
せ
の
不
調
和
を
引
き
起
こ

し
、
さ
ら
に
食
事
が
困
難
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
次
に
、
唾
液
の
分
泌
量
の
低
下
も

重
要
な
要
因
で
す
。
唾
液
は
、
口
腔

内
を
清
潔
に
保
ち
、
食
べ
物
を
飲
み

込
み
や
す
く
す
る
た
め
に
必
要
不
可

欠
で
す
。
唾
液
の
分
泌
が
減
少
す
る

と
、
口
腔
内
の
乾
燥
を
招
き
、
嚥
下

や
会
話
が
困
難
に
な
り
ま
す
。ま
た
、

口
腔
乾
燥
は
虫
歯
や
歯
周
病
な
ど
の

リ
ス
ク
を
高
め
る
た
め
、
口
腔
の
健

康
維
持
に
は
十
分
な
唾
液
の
分
泌
が

不
可
欠
で
す
。

レ
ー
ニ
ン
グ
も
効
果
的
で
す
。

　
口
腔
機
能
低
下
症
は
、
健
康
全
般

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
た
め
、
早

期
の
対
策
と
継
続
的
な
ケ
ア
が
重
要

で
す
。
日
々
の
生
活
の
中
で
、
口
腔

の
健
康
を
意
識
し
、
予
防
や
改
善
に

努
め
る
こ
と
が
、
元
気
な
生
活
を
支

え
る
基
盤
と
な
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
口
腔
内
の
筋
力
低
下
も

口
腔
機
能
低
下
症
の
一
因
で
す
。
口

腔
内
の
筋
肉
は
、
食
事
を
摂
る
た
め

に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
が
、

加
齢
に
伴
い
筋
力
が
低
下
す
る
こ
と

で
、
食
べ
物
を
し
っ
か
り
と
噛
む
こ

と
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
嚥

下
機
能
の
低
下
に
よ
り
、
食
べ
物
や

飲
み
物
が
喉
に
う
ま
く
通
ら
ず
、
誤

嚥
を
引
き
起
こ
す
リ
ス
ク
が
高
ま
り

ま
す
。

　
口
腔
機
能
低
下
症
を
予
防
す
る
た

め
に
は
、
定
期
的
な
歯
科
健
診
や
適

切
な
口
腔
ケ
ア
が
不
可
欠
で
す
。
特

に
、
歯
科
医
師
や
歯
科
衛
生
士
に
よ

る
専
門
的
な
ケ
ア
や
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、

口
腔
機
能
を
維
持
す
る
た
め
の
口
腔

体
操
や
嚥
下
訓
練
な
ど
、
日
々
の
ト

医
療
法
人
康
樹
会
　
は
ま
じ
ま
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
　
浜
島
　
悟

尾
北
歯
科
医
師
会
岩
倉
地
区
会


